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令
和
６
年
度 

第
２
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
す
。

一
、
日
時
　
１
月
24
日
㈮
10
時
～
12
時

二
、
場
所
　
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

三
、
日
程
　

　
　
⑴
受
付
　
　
９
時
30
分
～
10
時

　
　
⑵
開
会
　
　
10
時
～
10
時
10
分

　
　
⑶
県
知
事
・
県
老
連
会
長
表
彰
状
の
伝
達
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
10
時
10
分
～
10
時
㉚
分

　
▼
県
知
事
表
彰

　
　･

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

　
　
　
　
　
　
　
　

矢
沢
長
寿
会
長　

清
野
草
名
義
氏

　
▼
県
老
連
会
長
表
彰
　
　

　
　･

優
良
老
人
ク
ラ
ブ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ

た
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
会
員
の
皆
様
へ
の
ご
挨
拶

は
、
昨
年
⓫
月
⓴
日
㉑
日
の
2
日
間
、
神
奈
川
県
横
浜
市
に

て
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
大

会
宣
言
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
我
々
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
針

と
な
る
重
要
事
項
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
抜
粋
し
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
急
速
に
進
み
団

塊
の
世
代
が
�
歳
を
迎
え
る
二
〇
二
五
年
に
な
り
、
本
格
的

な
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。
振
り
返
る
と
、
私
達
は

戦
後
一
貫
し
て
地
域
で
の
支
え
合
い
を
主
体
的
に
行
い
、
多

彩
な
活
動
を
展
開
し
て
、
と
き
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
と

き
に
災
害
な
ど
の
困
難
を
共
に
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
ゆ
え
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
仲
間
づ
く
り
や
支
え

合
い
の
活
動
実
践
に
誇
り
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

近
年
、
急
速
に
会
員
が
減
少
し
、
ま
た
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
消

滅
が
あ
り
、
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
だ
と
老

人
ク
ラ
ブ
そ
の
も
の
の
消
滅
に
繋
が
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
維

持
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
り
「
み
ん
な
が
喜
ん
で

色
々
な
活
動
に
参
画
出
来
る
老
人
ク
ラ
ブ
に
す
る
に
は
」
と

私
は
役
員
一
同
と
共
に
自
問
自
答
し
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
第
�
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
宣
言
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
、
健
康
長
寿
を
目
指
す
「
健
康
活
動
」
の
推
進

一
、
暮
ら
し
を
見
守
る
「
支
え
合
い
の
活
動
」
の
推
進

一
、
高
齢
期
を
豊
か
に
す
る
「
い
き
が
い
活
動
」
の
充
実

一
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
と
連
携
し
た
「
地
域
貢
献
活
動
」
の
推
進

一
、
す
べ
て
の
人
々
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
「
社
会
保
障
制
度
」
の
確
立

以
上
の
大
会
宣
言
を
目
標
に
わ
が
老
人
ク
ラ
ブ
は
こ
れ
か

ら
も
仲
間
を
思
い
や
り
、
仲
間
を
増
や
し
、
明
る
く
楽
し
い

藤
崎
ユ
ニ
カ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
会
長     

木
村
悦
穂
、
選
手  

加

福
哲
三
・
加
福
孝
二
・
清
野
正
廣
の
三
名
）
が
「
第
㉕
回
東

日
本
大
会
（
福
島
市
N
C
V
ふ
く
し
ま
ア
リ
ー
ナ
）
に
出
場

し
た
。

予
選
（
リ
ー
グ
戦
）
は
順
当

に
勝
ち
進
み
第
１
位
で
通
過
し

た
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で

は
昨
年
の
全
国
大
会
で
敗
退
し

た
時
の
チ
ー
ム
に
準
決
勝
で
勝

利
し
、
決
勝
戦
に
臨
ん
だ
。

決
勝
戦
は
秋
田
県
の
強
豪
チ

ー
ム
比
内
B
チ
ー
ム
と
対
戦
し

手
に
汗
握
る
接
戦
で
善
戦
し
た

が
、
3
対
4
で
惜
し
く
も
敗
れ
準
優
勝
と
な
っ
た
。

一
、    

日
　
時
　
２
月
⓯
日
㈯
　
午
前
９
時 

開
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
受
付
８
時
㉚
分
～
）

二
、
場
　
所
　
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室

三
、
対
象
者
　
町
内
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
で
男
女
は
問
わ
ず
。

四
、
種
　
目
　
個
人
戦
の
み
（
午
前
３
試
合
）

　
　
　
　
　

  

★
３
回
戦
の
取
得
点
数
の
合
計
点
で
決
定
。

五
、
会
　
費
　
壱
千
円　
（
賞
品
・
弁
当
代 

当
日
集
金
）

六
、
申
込
締
切
　
１
月
㉚
日
㈭
迄 

両
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

七
、
そ
の
他 　

   

（
電
話
で
の
申
込
は
受
付
し
ま
せ
ん
）

　

①
大
会
は
町
老
連
大
会
ル
ー
ル
で
行
い
、
そ
の
他
必
要
な

　
　

事
項
に
つ
い
て
は
、
当
日
説
明
し
ま
す
。

　

②
表
彰
は
１
位
～
⓾
位
迄
と
、
飛
び
賞
・
当
日
賞
・
ブ
ー

　

ビ
ー
賞
・
ラ
ス
ト
賞
で
す
。

　

ま
た
、
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

③
昼
食
は
、
事
務
局
で
用
意
し
、
持
ち
帰
り
と
し
ま
す
。

　

④
大
会
会
場
で
「
賭×

×け
・
飲×

×酒
・
喫×

×煙
」
は
禁
止
で
す
。

　
　
　
　

亀
田
悠
遊
会　
　

 

（
会
長 

赤
石
久
男
氏
）

　
　

･

個
人
功
労　

 

　
　
　
　
　

佐
々
木
ト
ミ
ヱ
氏
（
伝
馬
喜
楽
会
長
）

　
　
　
　
　

榊　

佳
子
氏　
　

（
常
盤
養
命
会
第
二
会
長
）

　
　
　
　
　

佐
藤　

ツ
エ
氏　

（
西
中
野
目
長
寿
会
長
）　

　
　
　
　
　

神　

信
子
氏　
　

（
女
性
部
役
員
）　
　

　
⑷
講
話
　
　
⓾
時
㊺
分
～
⓫
時
45
分

　
　
　
　
演
題
「
交
通
安
全
・
特
殊
サ
ギ
防
止
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　

弘
前
警
察
署　

署
員

四
、
閉
会
　
　
⓫
時
45
分

※
そ
の
他
、
理
事
と
は

　
　

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
専
門
部
長
、

　
　

女
性
部
長　

広
報
委
員
長
、
若
手
委
員
長

　
　

本
部
役
員
（
会
長 

副
会
長 

監
事 

会
計 

事
務
局
長
）

※
欠
席
の
場
合
は
、
必
ず
代
理
の
役
員
の
出
席

4

4

4

4

4

4

4

4

を
お
願
い
し

　

ま
す
。

⓫
月
⓰
日
㈯
･
⓱
日
㈰
ふ
じ
さ
き
秋
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
町
老
連
は
「
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
藤
崎
」
で
「
昔
の
遊
び

コ
ー
ナ
ー
」
を
担
当
し
た
。

◆
秋
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

常
盤
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
の
演
奏
と
お
祭
り
神み
こ
し輿
で

始
ま
っ
た
。
元
気
な
そ
し
て
見
事
な
演
奏
に
感
動
。

・
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
活
動

町
老
連
が
「
昔
の
遊
び

コ
ー
ナ
ー
」
に
本
部
役

員
・
若
手
委
員
・
女
性
部

委
員
が
二
日
間
と
も
⓾
数

人
で
（
延
べ
㉚
人
）
が

「
ず
ぐ
り
・
め
ん
こ
・
け

ん
玉
・
お
は
じ
き
・
あ
や

と
り
」
を
子
ど
も
達
に
手

ほ
ど
き
し
、
〝
昔
の
遊
び

を
楽
し
み
な
が
ら
覚
え
よ

う
‼
〟
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
活
動
し
た
。

◎
遊
び
の
体
験

一
人
ひ
と
り
・
思
い
思
い
に
好
き
な
も
の
を
手
に
と
り
遊

ん
で
い
る
。
教
え
て
欲
し
い
と
お
願
い
す
る
子
や
一
人
で
上

手
に
遊
ん
で
い
る
子
な
ど
…
。
（
教
え
て
も
ら
っ
て
初
て
や

っ
て
出
来
た
子
は
、
出
来
た
‼
出
来
た
‼
と
感
動
、
満
足
げ

な
笑
顔
で
あ
っ
た
）
4
歳
の
女
の
子
は
し
っ
か
り
正
座
を
し

て
、
お
母
さ
ん
が
ず
ぐ
り
を
置
く
よ
う
に
と
教
え
た
ら
本
当

に
置
い
た
の
で
笑
っ
て

い
た
。

◎
遊
び
を
通
し
て

昔
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
参
加
者
ら
と
ス

タ
ッ
フ
、
親
子
間
・
友

達
同
士
な
ど
世
代
間
の

交
流
を
楽
し
ん
で
い
た

ま
た
、
沢
山
の
出
会

い
が
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ

か
ら
「
来
年
も
来
て

ネ
」
と
声
を
か
け
て
い
る
姿
も
あ
っ
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

会
員
の
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
と
新
し
い
年
が
お
だ
や
か
で
素
晴
ら
し
い
一
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
、
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

１　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 水 元旦
2 木
3 金
4 土 レクダンス部    9:30
５ 日
6 月
７ 火

8 水 老連役員会 10:00
茶道部 13:00

9 木 囲碁・将棋部 12:30
10 金

11 土 レクダンス部    9:30
日本舞踊部 13:00

12 日
13 月 成人の日
14 火 囲碁・将棋部 12:30

15 水
16 木 囲碁・将棋部 12:30
17 金

18 土 レクダンス部    9:30
日本舞踊部 13:00

19 日

20 月 芸能部 12:00
広報委員会 13:30

21 火 囲碁・将棋部 12:30
22 水 茶道部 13:00
23 木 囲碁・将棋部 12:30
24 金 第 2回老連理事会 10:00

25 土 レクダンス部    9:30
日本舞踊部 13:00

26 日

27 月 生け花部 10:30
芸能部 12:00

28 火 囲碁・将棋部 12:30
29 水

30 木 囲碁・将棋部 12:30
【白寿】配布日 16時～

31 金

◇
老
連
理
事
会
の
お
知
ら
せ
◇

 

新
年
を
迎
え
て　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
舘
山
　
新
一

　

　
藤
崎
ユ
ニ
カ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
東
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

東
日
本
大
会   

準
優 

勝 

 

冬
季
ト
ラ
ン
プ
大
会
の
お
知
ら
せ

　

楽
し
か
っ
た
昔
の
遊
び
支
援

　
　
第
⓬
回  

ふ
じ
さ
き
秋
ま
つ
り

左から 平田町長、加福哲、木村会長、清野、加福孝オープニング、神輿行列入場

昔の遊びコーナー
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郵
便
局
の
前
を
通
り
左
折
す
る
と
農
協
の
倉
庫
が
二
棟

あ
り
、
平
成
十
五
年
（
2
0
0
3
）
の
通
常
総
会
で
売
却

処
分
を
議
決
し
た
が
買
手
が
な
く
、
今
年
九
月
十
二
日
の

総
会
で
取
り
壊
し
更
地
と
し
て
処
分
す
る
旨
の
議
決
と
な

り
、
十
一
月
一
日
頃
か
ら
作
業
が
始
ま
り
、
ま
た
た
く
問

に
草
一
本
も
な
い
奇
麗
な
土
地
と
な
っ
た
。
販
売
方
法
は

知
ら
な
い
が
、
売
れ
な
け
れ
ば
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
西
田
町

内
会
）
と
同
様
、
雑
草
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
な
る
の
で
は
と

気
が
か
り
だ
。
こ
の
倉
庫
、
本
誌
十
一
月
号
に
よ
る
と

六
十
七
年
間
、
常
盤
米
を
育
て
て
く
れ
た
と
書
か
れ
て
あ

っ
た
。
ま
た
昭
和
二
十
九
年
（
1
9
5
4
）
五
月
五
日
付

の
青
森
県
自
治
新
報
の
「
町
村
合
併
第
一
号
の
村
を
行

く
」
と
い
う
記
事
に
「
北
常
盤
駅
に
下
車
し
て
約
二
分
位

で
ポ
プ
ラ
の
並
木
が
続
き
、
う
っ
そ
う
と
し
た
か
げ
に
政

府
特
別
指
定
倉
庫
と
記
さ
れ
た
看
板
が
あ
り
…
」
（
写
真

参
照
）
と
書
か
れ
、
ポ
プ
ラ
は
常
盤
村
の
シ
ン
ボ
ル
の
一

つ
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
倉
庫
と
農
協
給
油
所
の

間
を
流
れ
る
堰
を
境
に
明
徳
中
学
校
ま
で
を
地
区
の
人
は

梅
田
町
と
称
し
て
い
る
。
梅
田
町
の
命
名
に
つ
い
て
は
、

昭
和
二
十
九
年
（
1
9
5
4
）
十
二
月
十
五
日
、
一
戸
建

雄
・
石
澤
勇
三
・
能
登
谷
喜
代
衛
・
吉
村
柳
治
・
八
木
澤

輿
作
・
佐
々
木
勇
造
・
伊
藤
五
郎
・
古
館
武
三
郎
の
各
位

が
集
い
、
応
募
さ
れ
た
五
十
七
の
名
称
の
中
か
ら
能
登
谷

祥
一
氏
作
を
選
定
し
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

平
成
八
年
（
1
9
9
6
）
一
月
十
日
発
行
の
「
梅
田
町

の
足
跡
」
と
題
し
た
梅
田
町
四
十
年
の
記
念
誌
に
よ
る

と
、
北
常
盤
駅
の
開
業
に
合
わ
せ
て
富
木
館
村
、
女め
が
ざ
わ

鹿
澤

村
の
人
達
に
便
を
あ
た
え
る
為
に
道
路
が
新
設
さ
れ
た
と

あ
り
、
口く
で
ん伝
に
よ
る
と
土
は
明
徳
中
学
校
校
門
前
交
差
点

付
近
北
側
の
浪
岡
町
大
字
増
館
字
若
柳
六
六
の
一
番
地
よ

り
ト
ロ
ッ
コ
で
運
搬
し
た
と
い
う
。
役
場
の
台
帳
で
は

「
一
級
村
道
常
盤
水
木
線
、
大
字
常
盤
字
一
西
田
十
九
の

一
か
ら
大
字
水
木
字
水
元
九
八
の
二
と
結
ぶ
」
と
あ
る
。

昭
和
三
十
年
（
1
9
5
5
）
前
半
に
は
次
々
と
商
店
が

並
び
都
市
的
形
態
を
作
り
繁
栄
が
続
け
ら
れ
る
も
の
と
思

え
た
が
、
近
隣
地
区
に
大
型
店
舗
が
進
出
し
、
淋
し
さ
が

加
わ
っ
て
来
た
。

さ
て
今
日
は
冬
至
だ
。
一
年
で
一
番
目
の
昼
の
短
い
日

だ
。
早
く
旅
を
終
え
よ
う
と
急
ぐ
。

夏
至
の
日
か
ら
右
す
そ
か
ら
岩
木
山
へ
登
っ
た
太
陽

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
は
ど
の
よ
う
に
年
末
年
始
を
過
ご
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

多
く
の
家
で
は
大
晦み

そ
か日

の
夕
方
に
は
子
供
達
は
ゲ
ー
ム
に

興
じ
、
大
人
達
は
酒
を
飲
み
始
め
る
。
や
が
て
家
中
で
「
紅

白
歌
合
戦
」
を
見
て
、
終
わ
る
と
若
者
や
子
供
達
は
初
詣も

う
でに

出
掛
け
、
お
年
寄
は
テ
レ
ビ
の
「
ゆ
く
年
く
る
年
」
が
終
っ

て
も
、
皆
が
帰
る
ま
で
留
守
番
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

元
日
に
は
子
供
た
ち
は
お
年
玉
の
新
し
い
ゲ
ー
ム
で
遊
び
、

二
日
に
な
る
と
大
人
達
は
親
戚
や
友
人
達
と
行
っ
た
り
来
た

り
酒
盛
り
が
始
ま
り
、
夜
に
な
る
と
爺
様
は
酒
疲
れ
で
早
く

寝
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
が
、
奥
さ
ん
や
お
婆
さ
ん
は
大
忙

し
で
す
。

ど
こ
の
家
で
も
こ
れ
と
似
た
り
寄
っ
た
り
の
年
末
年
始
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

今
か
ら
五
十
年
く
ら
い
前
ま
で
は
ゲ
ー
ム
な
ど
無
か
っ
た

の
で
、
福
笑
い
・
す
ご
ろ
く
・
花
札
・
か
る
た
・
百
人
一
首
・

ト
ラ
ン
プ
、
お
手
玉
、
あ
や
取
り
、
な
ど
で
子
供
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
家
中
一
緒
に
愉
し
く
遊
ん
だ
も
の
で
し
た
。

子
や
孫
に
こ
ん
な
話
を
す
る
と「
爺
さ
ま
、時
代
が
変
わ
っ

た
の
」
と
笑
わ
れ
、
年
寄
り
は
遊
ぶ
楽
し
さ
も
無
く
、
取
り

残
さ
れ
た
疎
外
感
や
年
寄
り
の
悲
哀
を
感
じ
た
り
し
ま
す
。

　
　

藤
崎
町
の
全
人
口
の
三
割
を
占
め
る
我
々
六
十
五
才
以
上

の
お
年
寄
り
が
、
淋
し
さ
や
疎
外
感
を
感
じ
て
い
る
と
し
た

ら
嘆
か
わ
し
い
こ
と
で
す
。

ま
た
施
設
に
も
入
ら
ず
に
、
お
正
月
を
独
り
で
過
ご
し
た

お
年
寄
り
は
、
ど
の
く
ら
い
居
る
の
だ
ろ
う
か
な
ど
と
考
え

る
と
、
気
の
毒
で
い
た
た
ま
れ
な
い
気
が
し
ま
す
。

今
年
九
十
才
に
な
る
私
は
、
そ
の
年
齢
に
な
ら
な
け
れ
ば

子
や
孫
に
で
も
決
し
て
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
心
や
体
の
悩

み
事
が
、
年
を
取
と
る
ほ
ど
多
く
な
る
事
を
知
り
ま
し
た
。

こ
の
若
い
者
達
に
は
決
し
て
理
解
出
来
な
い
悩
み
は
、
私

達
年
寄
り
が
自
分
達
で
解
決
す
る
し
か
無
い
の
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
中
で
同
年
代
の
男
女
が
集
ま
っ
て
お
酒
を

飲
み
な
が
ら
愉
し
く
語
り
合
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
き
っ
と
悩

み
が
晴
れ
る
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。
今
年
は
毎
月
一
回
で

も
そ
ん
な
場
を
持
つ
こ
と
を
皆
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

が
、
一
四
五
七
m
の
巌
鬼
山
を
越
え
一
六
二
五
m
の
岩
木

山
頂
上
へ
到
達
。
そ
し
て
一
五
〇
二
m
の
鳥
海
山
へ
と
下

山
を
始
め
、
こ
ろ
ぶ
よ
う
に
秋
分
に
は
白
神
山
地
の
一
角

に
、
そ
し
て
今
日
の
冬
至
か
ら
廻
れ
右
で
三
月
二
十
日
頃

左
す
そ
か
ら
登
山
開
始
、
四
月
三
十
日
頃
山
頂
を
越
え
右

す
そ
へ
下
山
、
や
れ
や
れ
夏
至
に
は
昨
年
出
発
し
た
地
点

に
一
年
振
り
に
帰
り
、
翌
日
か
ら
ま
た
登
山
を
始
め
る
の

だ
。太

陽
で
さ
え
休
む
日
も
な
く
働
い
て
い
る
の
だ
ぞ
。
人

間
も
働
く
為
に
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
ん
だ
ぞ
…
。

「
か
た
や
ー
こ
な
た
」　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

透

新
聞
を
見
て
み
る
と
対
比
さ
せ
ら
れ
る
記
事
が
多
く
載
っ

て
い
る
。

相
撲
で
す
と
：
　

若
手
の
熱
海
富
士
が
大
関
の
豊
昇
龍
を
破
っ
た
。
ま
た
青

森
の
星 

尊
富
士
が
3
連
勝
し
た
と
か
！

㊴
歳
の
玉
鷲
の
連
続
出
場
1
6
3
1
回
（
こ
れ
は
素
晴
ら

し
い
）
。

一
方
こ
な
た
は
元
大
関
貴
景
勝
が
首
の
痛
み
で
休
場
し
、

大
関
復
帰
の
道
は
消
滅
と
い
う
こ
と
で
、
最
近
調
子
を
落
と

し
て
い
た
貴
景
勝
の
押
し
相
撲
に
、
非
常
に
魅
力
を
感
じ
て

い
た
私
と
し
て
は
と
て
も
残
念
で
あ
る
。
体
調
を
万
全
に
し

て
再
起
し
て
欲
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
引
退
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
近
年
の
大
関
は
弱
い
な
と
思
っ
て

い
た
ら
…
…
。

政
治
の
世
界
：

か
た
や
日
本
の
与
党
の
自
民
党
は
議
席
を
大
幅
に
減
ら
し

た
。
過
半
数
に
満
た
ず
野
党
で
あ
っ
た
国
民
民
主
党
と
組
み

石
破
茂
氏
が
総
理
大
臣
に
な
っ
た
。
対
抗
す
る
野
党
の
党
首

の
選
挙
も
行
わ
れ
た
が
顔
ぶ
れ
も
イ
マ
イ
チ
だ
が
、
こ
れ
か

ら
の
政
治
は
ど
う
な
る
か
。
日
本
の
総
理
は
誰
に
な
っ
て
も

余
り
あ
ま
り
世
の
中
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
か
も
知

れ
な
い
な
。

一
方
米
国
も
共
和
党
（
ト
ラ
ン
プ
氏
）
と
民
主
党
（
ハ
リ

ス
氏
）
の
大
統
領
選
挙
で
ト
ラ
ン
プ
氏
が
返
り
咲
い
た
。
こ

れ
は
予
断
を
許
さ
な
い
五
分
五
分
の
戦
い
と
言
わ
れ
た
が
、

蓋
を
開
け
る
と
共
和
党
の
圧
勝
に
終
わ
っ
た
。
任
期
は
今
年

の
一
月
か
ら
で
、
世
界
の
人
び
と
は
戦
々
恐
々
と
し
て
注
目

し
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
中
国
、
ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
な
ど
は

誰
に
な
る
か
で
大
分
自
分
た
ち
に
降
り
か
か
る
火
の
粉
が
違

う
の
で
な
い
か
？

こ
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
も
政
治
の
世
界
も
「
か
た
や
」
と

「
こ
な
た
」
な
の
で
あ
る
。

外
野
で
見
て
い
る
分
に
は
ど
う
で
も
良
い
の
だ
が
、
実
際

は
身
に
振
り
か
か
る
と
な
る
と
考
え
も
の
で
あ
る
。
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五
十
嵐
か
つ

王
朝
の
恋
も
み
く
ち
ゃ
に
か
る
た
取
り

鳴
海　
艸
人

年
迎
ふ
ふ
じ
の
ふ
る
さ
と
岩
木
嶺
近
し

海
野
比
呂
子

影
は
み
な
あ
お
の
濃
淡
庭
は
雪

木
崎　
道
子

鮟
鱇
の
届
き
年
越
す
顔
を
待
つ

清
水
稼
志
男

我
が
背
丈
越
し
た
る
孫
と
初
詣
で

石
澤
清
五
郎
　

第
二
十
一 

回 

常
盤
ひ
と
り
旅

  
老
い
を
愉
し
く

　
　
　
　
　
元
と
き
わ
会
病
院
長
　
永
山 

隆
造
　

第
十
回 

梅田町発足当時（S29/1/10)
玄関は稲藁で作ったむしろ

発足当時の梅田町（S29)

ポプラ並木と農協倉庫 現在の梅田町（農協スタンド前から）

　
下
の
写
真
は
令
和

　
６
年
現
在
の
梅
田

　
町
写
真

　
左
の
写
真
は
昭
和

　
㉙
年
当
時
の
も
の
。


